
議会だより 第206号
令和6年
4月12日
発行

岩手県岩泉町議会

シリーズ

　ハンター歴20年になる上
うえ

野
の

学
まなぶ

さん（40歳）
は、町の有害鳥獣駆除のリーダー的存在の
一人。クマ、ニホンジカに加え、最近ではイ
ノシシが増えているのが気がかりだと言いま
す。これからも町の皆さんの安心のために活
動をお願いします。

キキララッッとと光光るる人人 ❻P2	 特集	未来の展望
	 人口減少に議会がなすこと
P８	 書かない窓口を導入
P14	 	町の考えを問う	
（10議員が一般質問）

P22	皆さんの声に	議会の対応
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特
集
　
未
来
の
展
望

�

人
口
減
少
に
議
会
が
な
す
こ
と

特 集

20
年
後
の
人
口
は

推
計
５
６
７
３
人

　
町
の
人
口
は
、
昭
和
31

年
と
32
年
の
合
併
後
、
昭

和
34
年
ま
で
は
増
加
し
て

い
ま
し
た
。
34
年
の
人
口

就
業
者
の
数

　

本
町
の
産
業
別
人
口

は
、
若
年
層
で
は
製
造
業

や
公
務
員
が
主
な
受
け
皿

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
に
伴
い
、
労

働
力
人
口
の
減
少
や
消
費

市
場
、
地
域
経
済
も
縮
小

し
、
さ
ら
に
人
口
の
流
出

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　
就
業
者
数
の
推
計
を
見

２
８
５
１
８
人
を
ピ
ー
ク

に
、
以
降
は
人
口
減
少
が

続
い
て
い
ま
す
。

　
出
生
数
の
低
下
と
転
出

の
超
過
に
よ
っ
て
、
人
口

は
減
少
傾
向
が
継
続
。
２

０
２
２
年
町
推
計
（
※
）

を
見
る
と
、
約
10
年
後
の

２
０
３
５
年
は
６
７
１
７

人
（
令
和
５
年
度
末
比

15・
５
％
減
）
に
、
約
20

年
後
の
２
０
４
５
年
に
は

５
６
７
３
人
（
５
年
度
末

比
28・
６
％
減
）
に
な
る

と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

�

【
グ
ラ
フ
１
参
照
】

る
と
、
２
０
３
０
年
は
約

３
５
０
０
人
。
令
和
２
年

比
で
約
７
０
０
人
の
減
少

予
測
で
す
。産
業
別
で
は
、

第
１
次
産
業
で
約
１
４
０

人
、
第
２
次
産
業
で
約
１

７
０
人
、
第
３
次
産
業
で

約
３
９
０
人
減
少
す
る
見

込
み
で
す
。

�

【
グ
ラ
フ
２
参
照
】

　
就
業
者
の
減
少
は
、
医

療
や
福
祉
、行
政
、産
業
、

議
会
な
ど
全
て
の
業
種
に

関
わ
り
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
を
脅
か
す
重
大
な
問
題

で
す
。

労
働
力
も
減
少
し

人
口
流
出
が
懸
念
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◆グラフ 1　岩泉町の人口推計（2022 年推計）
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◆グラフ 2　就業者数の推計

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030
（H2) （H7) （H12)（H17）（H22)（H27）（R2）（R7）（R12）

▪第３次産業 3,150 3,213 3,015 2,824 2,564 2,560 2,348 2,152 1,957
▪第２次産業 1,900 1,789 1,559 1,249 1,067 1,168 1,022 936 852
▪第１次産業 2,367 1,910 1,492 1,324 1,286 1,276 817 749 681

　
本
町
の
人
口
減
少
は
、
予
想
を
上
回
る
ペ
ー
ス

で
進
ん
で
い
ま
す
。
深
刻
化
す
る
人
口
減
少
は
議

会
で
も
、常
に
議
題
に
挙
が
っ
て
い
ま
す
。現
在
、

検
討
中
の
議
員
定
数
・
報
酬
の
見
直
し
の
背
景

に
、
議
員
の
な
り
手
不
足
が
あ
り
ま
す
が
、
人
口

減
少
に
伴
い
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
で
も
な
り
手
不
足

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
の
出
生
数
は
19
人
で
、
統
計
開
始
以

降
初
め
て
20
人
を
下
回
り
、
５
年
も
21
人
と
横
ば

い
の
傾
向
で
す
。

　
20
年
後
、こ
の
子
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
、

町
の
未
来
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
本
号
で
は
、
危
機
的
状
況
の
人
口
減
少
に

対
し
て
、
町
の
未
来
を
展
望
し
、
岩
泉
に
住
む
皆

さ
ん
が
望
ん
で
い
る
こ
と
、
そ
し
て
議
会
の
な
す

べ
き
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

未来の展望  人口減少に議会がなすこと

（※）�国からのデータとワークシートの活用などで推計したものと、国・県の人
口ビジョンを踏まえ推計。

町の人口

高校卒業後、地元に就職
未来を担う若手人材

　岩泉高校の令和５年度卒業者 43 人中、就職者
は９人。そのうち２人が町内企業への就職です。
　４月から小本浜漁業協同組合で働く菊地さん
に、地元就職のきっかけを聞きました。

　転出超過は、高校卒業時に町外事業所へ就職す
ることなどが要因です。産業の振興に努め、若者
の就職先を町内に確保する必要があります。

中
学
の
職
場
体
験
が
決
め
手

大
好
き
な
『
魚
』
に
携
わ
る
仕
事
を
選
択

小本浜漁業協同組合
菊地　華

か

月
づ き

さん（小川・18歳）

　幼いころから魚が大好きでした。中学
生のとき小本浜漁協で職場体験をし、将
来ここで働きたいと思いました。
　岩泉町の自然豊かなところが好きです。
町内で就職を考えていて、大好きな魚に
携わるこの仕事を選択しました。



いわいずみ議会だより　第206号
令和6年4月12日発行

いわいずみ議会だより　第206号
令和6年4月12日発行5 4

　安家地区は、 企業が誘致され
ても働き手がい ないのが現状。
地区外より人材 確保ができる、
バイオマス発電 事業など豊富な
森林資源を活用 した雇用の場の
創出が必要だと 考えます。
　安家地区を含 め、本町のさま
ざまな観光資源 を活用し、交流
人口の拡大に努 めるべきと思い
ます。

次
は
、
将
来
に
希
望
の
光
を

３
常
任
委
員
会
で

課
題
を
調
査
研
究

　
本
町
議
会
は
、
３
つ
の

常
任
委
員
会
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
所
管
す
る
町
の

事
務
の
調
査
、
議
案
や
請

願
な
ど
を
審
査
し
ま
す
。

　
町
の
現
状
か
ら
未
来
を

展
望
。
人
口
減
少
を
は
じ

め
多
様
な
課
題
が
山
積
す

る
中
、
持
続
可
能
な
町
に

す
る
た
め
、
各
常
任
委
員

会
で
重
点
課
題
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

持続可能な
町にするために
議会で取り組む５つの重点課題

少人数の良さあるが
団体競技は人員不足

森林資源 を活用し
雇用の場 の創出を

議会・役場と
密に意見交換

　高齢化が進む現状で、我々の世代
が積極的に地域活動やイベントに参
加するべきだと思っています。
　持続可能な産業を、行政に依存せ
ずに進めるのも大事だと認識してい
ますが、必要に応じて町の支援があ
れば、さらに頑張る力になりますね。
　町民に寄り添い、共に明るい未来
を目指し、つくっていく町・議会で
あってほしいです。

我々の世代が
積極的に参加

　60 歳になって思うことは、健康で
一日でも長く働くことができ、生涯
にわたり所得を確保していけること
こそが所得向上の実現ではないかと
考えます。そのためにも、地域医療
を守っていただくことを望みます。
　これからのまちづくりは、若い人
が定住したいと思えるような、そう
いう町であってほしいと願います。

健康で長く働き
生涯所得を確保

未来の展望  人口減少に議会がなすこと特 集未来の展望  人口減少に議会がなすこと特 集

　人口減少が進む中で、持続可能な町にするために
は何が必要なのか。本町議会では、５つの項目に重
点を置き、６年度に調査・研究を進めていきます。
　町や議会に対する、町の皆さんの思いや期待を聴
きました。

　

総
務
常
任
委
員
会
で

は
、
不
登
校
児
童
生
徒
の

教
育
機
会
の
確
保
な
ど

「
教
育
」
と
地
域
を
盛
り

上
げ
て
い
く
た
め
に
不
可

欠
な「
町
民
の
意
欲
向
上
」

の
２
つ
で
す
。

　
産
業
常
任
委
員
会
は
、

人
口
減
対
策
と
し
て
町
内

就
職
の
促
進
が
図
ら
れ
る

よ
う
「
雇
用
の
創
出
」
と

若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
活

力
や
生
き
が
い
に
つ
な
げ

る
た
め
「
町
民
の
所
得
向

上
」
の
２
つ
で
す
。

教育01身近な
議会05 雇用の

創出03 町民の
意欲向上02町民の

所得向上04
　三陸ジオパークも再認定になりま
した。日本三大鍾乳洞の龍泉洞に、
たくさんの皆さんにおいでいただき
たいです。
　高齢者が多い町ですが、若者や子
どもたちも暮らしやすい町になって
ほしいと思っています。
　町民も人口減少に対し危機感を持
ち、議会・役場と親密に意見交換し
ながら、活気ある町づくりに進んで
ほしいです。

　学校では、先生から親切丁寧に指
導いただき、感謝しています。
　少人数の良さがある一方、スポ少
や部活動など団体競技を行うには、
メンバーが不足。子どもたちが活発
に活動できるよう、他地域との合同
チーム結成や交流へ足の確保を支援
していただくと助かります。
　学力・体力・社会性を育む教育に
期待しています。

佐々木　勝彦さん
（岩泉・67 歳）

畠山　正
まさ

子
こ

さん
（岩泉・44 歳）

玉澤　玉澤　明明
めいめい

徳徳
とくとく

さんさん
（安家・68 歳）（安家・68 歳）

下
した

道
みち

　洋平さん
（小川・34 歳）

佐藤　幸一さん
（大川・60 歳）

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

で
は
、
議
会
と
住
民
と
の

意
思
疎
通
を
充
実
さ
せ
る

た
め
「
身
近
な
議
会
」
と

し
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度

や
議
会
情
報
の
配
信
な
ど

を
調
査
・
研
究
し
て
い
き

ま
す
。

計
画
的
な
調
査
に
努
め

改
善
策
を
結
論
づ
け
る

　

常
任
委
員
会
の
調
査

が
、
し
っ
か
り
と
問
題
点

に
対
す
る
改
善
策
・
対
応

策
を
結
論
づ
け
ら
れ
る
よ

う
検
討
。
計
画
的
な
調
査

へ
見
直
し
ま
し
た
。

　
「
町
へ
の
施
策
要
望
」

「
所
管
事
務
調
査
」「
議
員

と
語
る
会
」
な
ど
を
総
合

的
に
行
い
、
効
率
的
・
効

果
的
か
つ
実
効
的
な
調
査

と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。

　
調
査
の
経
過
は
、
次
号

以
降
、議
会
だ
よ
り
の「
常

任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
」
で

お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

常任委員会所管事務調査のスケジュール（予定）

５
～
６
月 　

 

現
地
調
査
・
意
見
聴
取
・
意
見

交
換

７
～
８
月 　

 

所
管
事
務
調
査
・
先
進
地
視
察

（
類
似
：
財
政
力
な
ど
重
視
）

９
～
10
月 　

 

要
望
事
項
と
り
ま
と
め

11
～
１
月 　

 

回
答
に
対
す
る
検
証
・
意
見
聴

取
・
意
見
交
換

２
～
４
月 　

 

次
年
度
重
点
項
目
の
検
討
（
問

題
整
理
、
優
先
順
位
）

《《《《《《《《
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将来に希望の光を
町民・町議会と共に心を一つに

３
つ
の
花
づ
く
り

�

町
長
施
政
方
針

（
要
約
）新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
移

行
し
、
町
内
各
地
で
イ
ベ

ン
ト
が
再
開
。
一
方
、
物

価
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の

高
騰
が
町
民
生
活
や
産
業

分
野
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
。
経
済
緊
急
対

策
支
援
な
ど
で
き
る
限
り

の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　

若
い
世
代
が
希
望
を

持
っ
て
こ
の
ま
ち
に
住
み
、

子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
。
町
の
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
の
た
め
、
保
育

料
・
妊
産
婦
と
子
ど
も
の

医
療
費
・
給
食
費
の
３
本

の
無
償
化
を
軸
と
し
、
町

全
体
で
子
育
て
を
支
え
る

た
め
一
層
尽
力
し
て
い
く
。

　
「
岩
泉
町
」
を
次
の
世

代
に
し
っ
か
り
と
引
き
継

ぐ
た
め
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
の
創
造
に
向
け

て
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。

　
令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
８
日
か
ら
３

月
８
日
ま
で
の
30
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
初
日
に
行
わ
れ
た
施
政
方
針
演
述
（
※
）
で
中
居

健
一
町
長
は
「
６
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た
り
課
せ

ら
れ
て
い
る
大
き
な
課
題
は
『
将
来
に
希
望
の
光
が

見
え
る
政
策
』
の
実
行
。
課
題
を
克
服
し
、
町
民
が

生
き
が
い
や
充
実
感
を
感
じ
ら
れ
る
取
り
組
み
を
、

町
民
・
町
議
会
と
共
に
心
を
一
つ
に
し
、
一
歩
一
歩

着
実
に
進
め
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
６
年
度
当
初
予
算
を
含

む
議
案
35
件
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

施政方針演述を行う
中居町長

町長施政方針

３
本
の
無
償
化
を
軸
に

町
全
体
で
子
育
て
支
援

子どもたちの明るい未来のために、光が見える政策を

※　町長が本年度の町政運営の基本方針や主な施策を示すもの

　
岩
泉
町
未
来
づ
く
り
プ
ラ
ン
は
、
本
町
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
う
え
で
、
最
も
基
本
と
な
る
最
上
位

計
画
。
後
期
基
本
計
画
で
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
８

年
度
ま
で
の
４
年
間
に
行
う
基
本
的
な
施
策
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
の
将
来
像
「
希
望
の
大
地
か
ら
未
来
の
花
咲

く
い
わ
い
ず
み
」
の
実
現
に
向
け
、
基
本
目
標
に
掲

げ
る
３
つ
の
花
。「
生
き
が
い
の
花
」「
暮
ら
し
の
花
」

「
な
り
わ
い
の
花
」
ご
と
に
、
６
年
度
の
主
な
事
業

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　2月27日、任期満了に伴う町選挙管理委員の
選挙を行いました。
　選挙の結果、竹花美千子さん（小川・75歳）、佐々
木和子さん（大川・73 歳）、阿部佳史さん（小本・
72 歳）、植村敏幸さん（岩泉・67歳）が当選され
ました。任期は４年間です。（掲載は、年齢順）

定例会のあらまし定例会のあらまし

３つの ｢無償化｣ で
手厚い子育て支援

◆◆保育料の無償化保育料の無償化 （５年７月から）

◆◆医療費の無償化 （６年８月診療分から）
※子どもと妊産婦の医療費

◆◆給食費の無償化 （６年度から）
※小中学校児童生徒の給食費

� ［関連 22㌻］

誰もが健康で学び
幸せな生涯が咲き誇る

生きがいの花づくり
◆健康づくり
　おたふくかぜ・帯状疱疹の予防
接種へ助成【関連８・11㌻】
� 159 万円

◆子育て環境づくり
　妊婦、出産、子育てのオンライ
ン健康相談サービス� 138 万円

◆教育環境の構築
　教育支援センターを設置し、不
登校児童生徒をサポート� 298 万円

地域資源を活用し
新しい価値が咲き誇る
なりわいの花づくり
◆農業
　新規就農者の支援拡充� 375 万円

◆商工業の振興
　ふるさと納税による町内経済の
活性化

◆観光の振興
　民間活力を導入してふれあいら
んど岩泉の再整備【関連 21㌻】
� 6 億 1400 万円

安全安心で
豊かな生活が咲き誇る
暮らしの花づくり

◆町道の整備
・中沢線の舗装工事� 3600 万円
・尼額有芸線の改良舗装工事
� 3600 万円

◆DXによる公的サービスの向上
　住民票などのコンビニ交付の導入
【関連８㌻】� 2373 万円

◆再生可能エネルギーの活用
　脱炭素を強化するため「地球温
暖化対策実行計画」を策定
� 828 万円

選挙管理委員４人選挙管理委員４人をを選出選出

植村敏幸さん 阿部佳史さん 佐々木和子さん 竹花美千子さん

次
は
、
書
か
な
い
窓
口
を
導
入

尼額有芸線尼額有芸線

LL
ラ イ ンラ イ ン

INEINE を活用した健康相談を活用した健康相談
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次
は
、
事
業
所
で
の
活
躍
に
期
待

一般会計 98 億円の内訳

◇
財
政
用
語

【
地
方
交
付
税
】
町
の

財
政
力
に
応
じ
て
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金

【
国
庫
・
県
支
出
金
】

町
が
行
う
事
業
に
対
し

て
国
・
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金

【
町
債
】
事
業
の
財
源

に
充
て
る
た
め
国
な
ど

か
ら
借
り
た
お
金

【
人
件
費
】職
員
の
給
与

【
扶
助
費
】
児
童
手
当

や
医
療
費
助
成

【
公
債
費
】
事
業
を
行

う
と
き
に
借
り
た
お
金

の
返
済
金

【
物
件
費
】
旅
費
や
消

耗
品
費

【
維
持
補
修
費
】
公
共

施
設
の
維
持
・
管
理
費

【
補
助
費
】
補
助
金
や

交
付
金
な
ど

【
普
通
建
設
事
業
費
】

道
路
や
学
校
な
ど
の
建

設
費

【
災
害
復
旧
事
業
費
】

自
然
災
害
な
ど
で
壊
れ

た
公
共
施
設
を
復
旧
す

る
費
用

お
し
え
て

お
し
え
て

ぴ
ー
ち
ゃ
ん

ぴ
ー
ち
ゃ
ん

町税
7億485万円
(7.2％)

国庫支出金
6億6686万円(6.8％)

県支出金
4億93万円(4.1％)

町債
(借入金)
9億7190万円
(9.9％)

交付金など
2億9721万円(3％)

その他
14億4907万円
(14.8％)

歳　入（入ってくるお金）

地方交付税
（国から交付
されるお金）
53億918万円
(54.2％)

依存財源
（国や県、借入金に頼るお金）

(78％)

自主財源
（町で集めるお金）

(22％)

歳　出（支払うお金）

義務的経費
(42.1％)

その他
(44.6％)

投資的経費
(13.3％)

物件費
13億7362万円
(14％)

補助費など
17億7951万円
(18.2％)

維持補修費
2億3983万円
(2.4％)

普通建設事業費
12億3746万円
(12.6％)

その他
9億7446万円
(10％)

災害復旧事業費
7080万円
(0.7％)

扶助費
5億3609万円
(5.5％)

人件費
18億3396万円
(18.7％)

公債費
17億5427万円
(17.9％)

６年度　各会計の当初予算額
会　　計　　名 予算額 伸び率

一　　般　　会　　計 98億� � � � 　円 △3.0%

特　
別　
会　
計

国民健康保険
事 業 勘 定 10億6200万円 △7.7%
診療施設勘定 3910万円 4.5%

後 期 高 齢 者 医 療 1億3610万円 7.1%

介 護 保 険
事 業 勘 定 14億9110万円 △4.2%
サービス事業勘定 1170万円 1.7%

観 光 事 業 1億8700万円 △2.1%
公 共 下 水 道 事 業 － 皆減
大 川 財 産 区 440万円 △6.4%

合　　　　計 127億3140万円 △6.3%
水道事業（公営企業会計） 7億2758万円△15.1%
下水道事業（公営企業会計） 4億2258万円 皆増

一般会計当初予算と人口の推移

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000
（人）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

1
0
1
億
7
0
0
万
円

1
0
1
億
7
0
0
万
円

9
8
億
円

9
8
億
円

1
3
6
億
7
5
0
0
万
円

1
3
6
億
7
5
0
0
万
円

1
0
9
億
2
0
0
0
万
円

1
0
9
億
2
0
0
0
万
円

2
0
3
億
4
5
0
0
万
円

2
0
3
億
4
5
0
0
万
円

1
2
8
億
6
0
0
0
万
円

1
2
8
億
6
0
0
0
万
円

1
0
9
億
3
0
0
0
万
円

1
0
9
億
3
0
0
0
万
円

1
0
1
億
3
7
0
0
万
円

1
0
1
億
3
7
0
0
万
円

9
9
億
7
0
0
0
万
円

9
9
億
7
0
0
0
万
円

9
3
億
9
3
0
0
万
円

9
3
億
9
3
0
0
万
円

9,736人 9,281人

8,987人8,987人

10,170人10,170人

9,958人9,958人
9,496人9,496人

8,845人8,845人

8,458人8,458人
8,198人8,198人

7,948人7,948人

27 28 29 30 31 2 3 4 5 ６（年度）

当初予算額の推移 人口

（百万円）

再生可能エネルギーの推進再生可能エネルギーの推進
828828万円万円

小川地区複合施設の整備小川地区複合施設の整備
3億 24173億 2417万円万円

書かない窓口導入  書かない窓口導入  757757万円万円

　昨年 ９月頃に帯状疱疹になり、
痛みがひどく1カ月も続きました。
　チクチクしたら湿疹が出る前で
も治療が大切です。予防接種の助
成はとても助かると思います。

予防接種の
助成助かる

まま ちち 声声のの

　以前から、証明書をいろんな場
所で取れたら便利なのに、と思っ
ていました。コンビニ交付の導入
に向け動き出したと知り、うれし
いです。

中村　登さん
（小川・39歳）

まま ちち 声声のの

書
か
な
い
窓
口
を
導
入

�
町
民
の
利
便
性
向
上

　
令
和
６
年
度
の
新
規
事
業
は
、「
書
か
な
い
窓
口
」「
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
」

の
サ
ー
ビ
ス
導
入
な
ど
で
す
。
役
場
窓
口
で
申
請
書
記
入
の
負
担
が
減
る
、
コ
ン
ビ
ニ
で

住
民
票
や
戸
籍
証
明
書
な
ど
が
取
得
で
き
る
な
ど
、町
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

一
般
会
計
の
当
初
予
算
額

�

９８
億
円

　
６
年
度
一
般
会
計
と
５

特
別
会
計
、
水
道
事
業
会

計
、
下
水
道
事
業
会
計
の

総
額
は
、
１
３
８
億
８
１

５
６
万
円
。
う
ち
一
般
会

計
は
98
億
円
で
、
前
年
度

か
ら
３
億
７
０
０
万
円
の

減（
△
３
・
０
％
）で
す
。

　
主
な
要
因
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
の
終
了
。
町
道

下
岩
泉
４
号
線
改
良
舗
装

や
町
道
森
の
越
中
央
線
・

中
央
支
線
改
良
な
ど
大
型

工
事
が
終
了
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
一
方
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

な
ど
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
対

策
を
強
化
す
る
た
め
、
捕

獲
報
償
費
や
捕
獲
支
援
補

助
金
な
ど
が
増
額
さ
れ
ま

し
た
。

その他の主な新規事業
＊�町管理林道に中間土

ど

場
ば

（山で伐採した木を
一時保管する場）を整備� 【861万円】
＊�日本短角種の放牧頭数の維持確保（拡充）
� 【285万円】
　�　黒毛和種の受精卵移植へ補助、日本短角
種雌子牛の自家保留の補助金額を引き上げ
など

おたふくかぜ・帯おたふくかぜ・帯状疱疹状疱疹
予防接種費用の助成予防接種費用の助成【関連 11㌻】【関連 11㌻】

159159万円万円 23732373万円万円
コンビニ交付コンビニ交付
サービスサービス導入導入

【関連 11㌻】【関連 11㌻】

定例会のあらまし定例会のあらまし

コンビニ交付
導入うれしい

前川　千寿子さん
（岩泉・60歳）

当初予算の
概要
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対
象
者
と
助
成
額
は
。

お
た
ふ
く
か
ぜ
は
、

満
１
歳（
６
年
度
に

限
り
就
学
前
）で
４
千
円
を

上
限
に
１
回
限
り
助
成
。帯

状
疱
疹
は
、50
歳
以
上
で

接
種
費
の
半
額（
上
限
４

千
円
）を
１
～
２
回
助
成
。

―
働
く
環
境
の
充
実
を

町
長　

８
千
人
の
本
町

で
、
１
０
０
億
円
は
背
伸

び
を
し
た
予
算
。し
か
し
、

急
激
に
予
算
を
減
少
す
れ

ば
、
地
域
経
済
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
。
予
算
規

模
と
財
政
バ
ラ
ン
ス
に
留

意
し
予
算
編
成
。
国
、
県

か
ら
特
定
財
源
を
引
っ
張

り
出
す
た
め
に
奔
走
し

た
。
バ
ブ
ル
時
代
か
ら
町

内
に
施
設
を
整
備
。今
後
、

投
資
的
経
費
よ
り
維
持
存

続
さ
せ
る
経
常
費
の
比
率

が
上
が
る
。
な
ん
と
か
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
財
政
運

営
を
維
持
す
る
。

―
議
会
へ
の
要
望
は

町
長　
大
き
な
転
換
期
、

従
来
の
発
想
で
は
少
子
高

齢
化
社
会
を
乗
り
切
れ
な

い
。
新
た
な
発
想
に
視
点

を
変
え
、
大
い
に
分
析
し

議
論
さ
れ
た
い
。

協力隊

希
望
事
業
者
へ
の
周
知
は

5
年
度
か
ら
随
時
相
談
で

事業所での活躍に期待
地域おこし協力隊

　
新
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
三
田
地
泰
正
委

員
長
）
は
、
３
月
５
日
か
ら
８
日
ま
で
４
日
間
の
日

程
で
開
き
ま
し
た
。

　
審
査
の
中
で
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
事
業
者

直
接
受
け
入
れ
や
、
岩
泉
高
校
の
県
外
志
願
者
募
集

な
ど
へ
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
い
く
つ
か
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝

え
し
ま
す
。

新年度予算審査特別委員会新年度予算審査特別委員会

地
域
お
こ
し
協
力
隊

受
け
入
れ
事
業
者
委

託
の
内
容
は
。

協
力
隊
員
を
町
内
事

業
所
が
直
接
受
け
入

れ
、
報
酬
や
活
動
費
を
町

が
事
業
所
に
支
払
う
も

の
。
一
人
当
た
り
年
４
８

０
万
円
で
６
人
分
を
予
算

計
上
し
て
い
る
。

町
内
事
業
所
へ
周
知

の
方
法
は
。

一
昨
年
ま
で
は
広
報

で
周
知
。
５
年
度
か

ら
は
随
時
相
談
の
形
で
対

応
し
て
い
る
。

事
業
承
継
や
後
継
者

確
保
で
の
活
用
は
。

相
談
が
あ
っ
た
場
合
、

事
例
を
紹
介
し
な
が

ら
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
。

受
け
入
れ
事
業
者
は

何
箇
所
か
。

龍
泉
洞
温
泉
ホ
テ

ル
、
キ
ー
ン
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
、
岩
泉
き
の
こ
産

業
、
岩
泉
純
木
家
具
を
予

定
し
て
い
る
。

町
内
事
業
所
に
い
か

に
周
知
す
る
の
か
。

今
後
の
方
針
は
。

必
要
な
事
業
者
が
活

用
で
き
る
よ
う
Ｐ
Ｒ

す
る
。
戻
っ
て
き
た
い
、

起
業
し
た
い
な
ど
波
及
効

果
が
あ
る
。
次
の
段
階
に

も
っ
て
い
き
た
い
。

協
力
隊
の
今
後
の
方

針
は
。

当
初
は
目
的
が
自
由

で
あ
っ
た
が
、
現
状

は
町
で
求
め
る
人
材
を
募

集
要
綱
に
入
れ
、
応
募
者

と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
な
が
ら

や
る
方
針
と
し
て
い
る
。

答 問答 問

答答 問

問

問

答答

問

　４月から、ものづくりで岩泉純木家具
にお世話になっています。将来は、技術
を磨き独自の作品を作っていきたいです。
　岩泉は、静かな町で人が優しいとい
う印象です。

技術を磨いて
独自の作品を

樋
ひ

岡
おか

　尭
たか

音
ね

さん
（地域おこし協力隊

・22歳）

まま ちち 声声のの

健　康
予
防
接
種
費
用
の
助
成
額
は

半
額
程
度
を
予
定
し
て
い
る

予
防
接
種
の
費
用
は

ど
の
く
ら
い
か
。

お
た
ふ
く
か
ぜ
は
、

平
均
で
１
万
円
前

後
。
帯
状
疱
疹
は
、
生
ワ

ク
チ
ン
が
１
回
接
種
で
１

万
円
未
満
。
不
活
化
ワ
ク

チ
ン
が
１
回
２
万
円
以
上

で
２
回
接
種
と
な
る
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
導
入
の
理
由
は
。

町
民
の
利
便
性
向
上

と
町
の
魅
力
づ
く
り

の
た
め
で
あ
る
。

年
間
の
見
込
み
交
付

数
は
。

１
７
１
９
件
を
見
込

ん
で
い
る
。

答

答

問

問

D　X
コ
ン
ビ
ニ
交
付
導
入
理
由
は

町
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め

答答 問問

高　
校
岩泉高校への留学特色は
お試しプログラムで体験

岩
泉
高
校
留
学
事
業

の
特
色
は
。

全
国
初
の
保
護
者
も

一
緒
に
岩
泉
に
来

て
、
見
て
決
め
る
ス
タ
イ

ル
の
お
試
し
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
考
え
て
い
る
。

全
国
公
演
も
行
う
泉

高
の
中
野
七
頭
舞
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を

打
つ
情
報
発
信
を
し
て
は
。

お
試
し
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

＊
質
問
委
員

�

千
葉　
泰
彦

�

畠
山　
昌
典

�

畠
山　
和
英

�

三
田
地
久
志

―
町
長
の
思
い
は

町
長　
本
町
の
人
口
は
、

２
０
５
０
年
に
は
４
千
人

を
予
測
。
バ
ブ
ル
時
は
、

役
場
に
任
せ
れ
ば
何
と
か

な
っ
た
。
今
は
、
そ
う
い

う
時
代
で
な
い
。
議
会
と

も
知
恵
を
出
し
合
い
政
策

に
磨
き
を
か
け
、
よ
り
最

小
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
発
揮
す
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

―
前
例
の
な
い
施
策
を

町
長　

他
市
町
村
の
動

向
、
先
行
事
例
の
研
究
は

今
後
も
必
要
。
本
町
に
は

本
町
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
が
あ
る
の
で
、検
証
し
、

議
論
を
重
ね
る
。

答答 問問

総括質疑
　
総
括
質
疑
と
は
、
審
査
す
る
案
件
全

般
に
対
し
て
行
う
も
の
。
一
般
会
計
予

算
案
に
４
議
員
が
総
括
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

一般会計

躍動感ある中野七頭舞は全国ファンも多い

を
予
定
。
高
校
の
魅
力
を

ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
く
。

海
外
派
遣
の
取
り
組

み
も
一
つ
の
魅
力
。

町
が
元
気
に
や
っ
て
い
る

と
い
う
情
報
の
一
つ
と
し

て
、
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
し

て
広
報
す
べ
き
で
は
。

こ
の
事
業
は
、
地

域
・
教
育
魅
力
化
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
連
携

し
て
行
う
。
町
の
情
報
発

信
の
総
合
力
を
研
究
し
、

総
合
的
に
考
え
て
い
く
。

問答

次
は
、
介
護
保
険
料
の
改
定

地域おこし協力隊が主催し初開催したマルシェで接客する清
し

水
ず

村
むら

忠
ただ

泰
やす

さん（龍泉洞温泉ホテル受け入れ）

ほかにもＤＸ推進で便利に
　役場町民課の窓口にキャッシュレス端末が
整備されます。各種証明書の交付手数料など
の支払いがキャッシュレスで便利になります。
（各支所への導入は、利用状況を見ながら今後
検討。）

おしえて おしえて ぴーちゃんぴーちゃん
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高
齢
者
の
介
護
保
険
料

高
所
得
者
は
引
き
上
げ

条例補正予算審査特別委員会条例補正予算審査特別委員会

　
条
例
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
畠
山
和
英
委

員
長
）
は
、
２
月
26
日
と
27
日
に
開
き
、
付
託
さ
れ

た
条
例
15
件
、
補
正
予
算
８
件
を
慎
重
に
審
査
し
ま

し
た
。

　
65
歳
以
上
の
高
所
得
者
の
介
護
保
険
料
を
引
き
上

げ
、
増
収
分
で
低
所
得
者
の
保
険
料
を
軽
減
す
る
介

護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
案
な
ど
に
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
い
く
つ
か
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝

え
し
ま
す
。

介護保険
最
高
額
は
５
万
円
以
上
増
か

所
得
多
い
人
に
相
応
分
負
担

令和６年３月１日から
※１　広域交付制度とは
　本籍地以外の市区町村
の窓口でも、戸籍証明
書・除籍証明書を請求で
きるようになります。

今後の予定
※２　戸籍電子証明書とは
　戸籍の情報を電子的に
証明したもの。
　パスポート発給申請な
どで、「戸籍電子証明書
提供用識別符号（パス
ワード）」を提示すれば、
戸籍証明書の添付が不要
になります。

おしえて おしえて ぴーちゃんぴーちゃん

介
護
保
険
料
は
国
の

基
準
で
定
め
る
の
か
。

標
準
料
率
は
、
国
の

示
し
た
基
準
の
と
お

り
と
す
る
。
保
険
料
の
基

礎
と
な
る
基
準
額
は
、
各

市
町
村
で
給
付
費
な
ど
か

ら
算
出
。
本
町
の
基
準
額

は
６
９
０
０
円
で
変
わ
ら

な
い
。基

準
額
が
変
わ
ら
な

い
た
め
、
町
民
は
介

護
保
険
料
が
こ
れ
ま
で
ど

お
り
と
感
じ
る
。
最
高
額

は
14
万
円
か
ら
20
万
円
弱

果
樹
栽
培
の
肥
料
と

農
薬
費
用
へ
半
額
補

助
す
る
。
既
に
購
入
し
た

資
材
も
対
象
に
な
る
か
。

６
年
の
栽
培
に
使
う

資
材
と
し
て
準
備
し

た
も
の
は
対
象
と
す
る
。

新
年
度
も
ク
マ
な
ど

鳥
獣
被
害
の
恐
れ
が

あ
る
。
そ
の
対
策
は
。

県
の
動
向
を
見
な
が

ら
、
引
き
続
き
被
害

防
止
対
策
を
強
化
す
る
。

本
年
３
月
１
日
か
ら

戸
籍
証
明
書
な
ど
の

広
域
交
付
（
※
１
）
が
開

始
。
本
籍
地
以
外
の
自
治

体
窓
口
で
、
抄
本
は
取
れ

な
い
の
か
。

戸
籍
も
除
籍
も
謄
本

の
み
取
得
が
可
能
。

抄
本
の
広
域
交
付
は
、
技

術
的
に
で
き
な
い
。

龍
泉
洞
の
洞
内
・
園

地
清
掃
等
委
託
料
を

減
額
補
正
す
る
理
由
は
。

園
地
内
清
掃
の
ほ
か

洞
内
の
改
札
業
務
や

カ
フ
ェ
ポ
ン
テ
の
営
業
分

な
ど
を
委
託
。
㈱
岩
泉
総

合
観
光
が
ポ
ン
テ
の
営
業

を
断
念
し
、
冬
季
期
間
分

が
減
額
と
な
っ
た
も
の
。

　13 年前に岩泉に戻りました。地域の
人から誘ってもらい、いきいき100 歳体
操に参加。腰や膝が楽になったと実感し
ています。仲間との会話が楽しみです。

　事業を始める際は、龍泉洞園地の魅力を
町内外に継続的に発信してほしい。そのため
の協力は惜しまず行います。町には園地活性
化に向け、最大限の下支えをお願いします。

100 歳体操で
腰や膝が楽に

龍泉洞園地の魅力
継続的に発信して

西倉　富
とみ

子
こ

さん
（猿沢・80歳）

八重樫　真さん
（龍泉洞わっか店長）

まま ちち 声声ののまま ちち 声声のの

と
５
万
円
以
上
も
引
き
上

げ
ら
れ
る
の
か
。

所
得
再
配
分
（
※
）

の
機
能
強
化
。
現
在

の
第
９
段
階
を
９
か
ら
13

に
細
分
化
。
所
得
の
多
い

人
か
ら
相
応
分
の
保
険
料

負
担
を
い
た
だ
く
こ
と
が

今
回
の
大
き
な
改
正
の
一

つ
で
あ
る
。

答

答

問問

運動や趣味活動で健康的に、自立した活動的な生活を

農　
業
既に購入した資材も対象か
６年の栽培に使うものは可

答 問答 問

　昨年の鳥獣被害は甚大であり、
町の支援は非常にありがたい。
　電気牧柵などの維持や整備な
ど、被害軽減対策に力を入れてい
きたい。

申請人
市区町村役場
（非本籍地）

戸籍証明書等
を請求

本籍地の戸籍情報を
請求先の

市区町村に連携

戸籍証明書等
の交付

最寄りの市区町村
窓口で戸籍証明書を
入手できる

申請人 申請先機関

申請

戸籍電子証明書
提供用識別符号
（パスワード）

パスワードを
提示すればいい

申請書

鳥獣被害は甚大
町の支援に感謝

工藤　久
ひさ

也
や

さん
（小川・68歳）

まま ちち 声声のの

おいしい岩泉町産リンゴの豊作願う

戸　籍
広
域
交
付
で
抄
本
取
れ
る
か

技
術
的
に
で
き
ず
謄
本
の
み

観　光
ポ
ン
テ
閉
店
後
の
施
設
活
用
は

雑
穀
ラ
ン
チ
な
ど
の
販
売
予
定

今
後
、
戸
籍
電
子
証

明
書
（
※
２
）
の
活

用
で
、
紙
の
戸
籍
証
明
書

の
添
付
が
省
略
で
き
る
の

は
、
ど
う
い
う
場
合
か
。

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
な

ど
で
あ
る
。
行
政
機

関
の
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ

れ
て
か
ら
の
運
用
と
な
り
、

６
年
度
末
の
開
始
予
定
。

ポ
ン
テ
閉
店
後
の
施

設
活
用
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

今
後
は
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
が
雑
穀

を
使
っ
た
ラ
ン
チ
や
ス

イ
ー
ツ
、
ア
イ
ス
な
ど
を

販
売
す
る
予
定
。
営
業
開

始
は
４
月
下
旬
を
見
込
ん

で
い
る
。

公
共
施
設
で
あ
り
、

事
業
者
選
定
は
公
募

な
ど
公
平
な
手
法
が
望
ま

し
く
、
広
く
希
望
者
を
募

る
べ
き
で
は
。

今
後
、
検
討
す
る
。

答 問

答 問

答 問

答 問

答 問

次
は
、
町
の
考
え
を
問
う

岩泉町高齢者福祉
計画・第９期介護
保険事業計画

（※）�国民の暮らしを守るために、税や社会保険などで所得を再分配する仕組み。所得の格差を
埋める機能がある。

◇第９期　介護保険料：新設される高所得者区分
� 基準額（年額）：82,800 円

段階 課税
状況 対象者（合計所得） 保険

料率
保険料
（年額）

8期との
差額

第９段階
本
人
が
課
税

320万円以上～420万円未満 1.7 140,760円
第10段階 420万円以上～520万円未満 1.9 157,320円 16,560円
第11段階 520万円以上～620万円未満 2.1 173,880円 33,120円
第12段階 620万円以上～720万円未満 2.3 190,440円 49,680円
第13段階 720万円以上 2.4 198,720円 57,960円

会議録
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町の考えを問う

10人の議員が登壇

畠
はたけ

山
やま

　昌
まさ

典
のり

 議員 ⃝今後の学校適性配置は
＊その他の質問
　介護保険による住宅改修などへ受領委任払いの導入を

（15㌻）

三
み

田
た

地
ち

泰
やす

正
まさ

 議員 ⃝農政の具体的内容は
＊その他の質問
　働き方改革と教育の展開方向

（19㌻）

畠
はたけ

山
やま

　和
かず

英
ひで

 議員 ⃝人口社会減への対応は
＊その他の質問
　人口減少対策：外国人材の確保　　「ふれあいらんど岩泉」の再整備

（17㌻）

早
はや

川
かわ

ケ
け

ン
ん

子
こ

 議員 ⃝子ども食堂の支援は
＊その他の質問
　町民の健康推進の取り組み

（18㌻）

林
はやし

﨑
ざき

竟
きょう

次
じ

郎
ろう

 議員 ⃝補聴器購入補助早急に
＊その他の質問
　高齢者・低所得世帯のエアコン設置への補助を　　国保税の子ども均等割全額減免を

（19㌻）

坂
さか

本
もと

　　昇
のぼる

 議員 ⃝介護予防で保険料の抑制を（15㌻）

八
や

重
え

樫
がし

龍
りゅう

介
すけ

 議員 ⃝ぴーちゃんの代替案は（16㌻）

三
み

田
た

地
ち

久
ひさ

志
し

 議員 ⃝農村ＲＭＯの取り組みを（16㌻）

合
あい

砂
しゃ

　丈
たけ

司
し

 議員 ⃝町民バスを新たな運行へ（17㌻）

三
み

田
た

地
ち

和
かず

彦
ひこ

 議員 ⃝人口減を考えた住宅対策を（18㌻）

一般質問
　
一
般
質
問
と
は
、
議
員

が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関

に
対
し
、
事
務
の
執
行
状

況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た

だ
す
こ
と
。
報
告
や
説
明

を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
３
月
定
例
会
で
は
、
10

人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町

政
課
題
へ
の
提
言
や
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答

弁
を
要
約
し
た
内
容
（
15

㌻
か
ら
19
㌻
ま
で
）
を
登

壇
順
（
質
問
順
）
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

町
の
考
え
を

町
の
考
え
を
問問
うう

一般質問全文は、町ホーム
ページで公開しています。
スマートフォンはこちらから。

問 

介
護
予
防
で
保
険
料
の
抑
制
を

答 

健
康
寿
命
の
延
伸
に
取
り
組
む

問　
介
護
保
険
特
別
会
計

の
予
算
は
約
15
億
円
。
町

民
が
負
担
す
る
介
護
保
険

料
が
多
額
に
な
っ
て
い
る
。

　
介
護
予
防
や
健
康
づ
く

り
に
よ
る
健
康
寿
命
の
延

伸
に
努
め
、
生
き
が
い
づ

く
り
と
介
護
保
険
料
の
負

担
軽
減
を
図
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答　
介
護
保
険
料
は
、
人

口
や
要
介
護
者
な
ど
の
推

移
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体

制
な
ど
か
ら
サ
ー
ビ
ス
量

を
見
込
み
、
介
護
給
付
費

を
賄
う
た
め
に
必
要
な
額

を
算
出
し
て
い
る
。
本
町

は
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

割
合
が
多
く
、
１
人
当
た

学
校
で

と
も
だ
ち
1
0
0
人

叶
え
た
い

保
険
料健

康
長
寿
で抑

制
を

坂本　昇議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

畠山　昌典議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
町
で
は
今
ま
で
、
小

中
学
校
の
統
廃
合
が
進
め

ら
れ
て
き
た
。
出
生
数
が

激
減
し
て
い
る
現
在
、
こ

れ
か
ら
子
育
て
を
し
て
い

く
世
代
か
ら
は
「
将
来
我

が
子
が
そ
の
時
期
を
迎
え

る
時
、
町
の
小
中
学
校
の

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
」
と
い
う
不
安
の
声

が
あ
る
。
今
後
に
お
け
る

問 今後の学校適性配置は
答 保護者と意見交換する

いきいき百歳体操でいつまでも元気に

今後の学校の在り方を
みんなで考えなければなりません

（小川中学校卒業式）

り
の
給
付
費
が
高
い
傾
向

に
あ
る
。

　
健
康
寿
命
の
延
伸
は
、

給
付
費
の
削
減
、
ひ
い
て

は
保
険
料
の
軽
減
に
つ
な

が
る
。
５
年
度
か
ら
、
が

ん
検
診
を
無
料
化
す
る
な

ど
病
気
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
に
結
び
つ
け
る
取

り
組
み
も
実
施
し
た
。

　
６
年
度
も
、
特
定
健
診

や
が
ん
検
診
な
ど
の
受
診

率
向
上
、
高
齢
者
へ
の
健

康
教
育
や
個
別
相
談
、
さ

ら
に
「
働
く
世
代
の
健
康

づ
く
り
の
促
進
」
を
図
る

べ
く
、
よ
り
一
層
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

「
学
校
適
性
配
置
」
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　
今
後
の
児
童
生

徒
数
の
推
移
を
見
る
と
、

６
年
後
の
令
和
11
年
度
に

は
児
童
数
が
36
％
減
少

し
、
現
在
の
２
９
８
人
か

ら
１
９
１
人
に
な
る
見
込

み
で
あ
る
。

　
今
後
も
学
校
の
統
廃
合

は
避
け
て
は
通
れ
な
い
課

題
で
あ
る
。
小
中
学
校
や

こ
ど
も
園
の
保
護
者
と
の

意
見
交
換
・
個
別
相
談
な

ど
も
行
い
な
が
ら
、
子
ど

も
や
保
護
者
、
町
の
皆
さ

ん
が
安
心
で
き
る
学
校
配

置
の
在
り
方
を
検
討
し
て

い
く
。
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町の考えを問う 町の考えを問う

八重樫龍介議員

問　
ぴ
ー
ち
ゃ
ん
ね
っ
と

は
事
業
費
28
億
５
５
７
０

万
円
を
投
じ
て
平
成
26
年

12
月
に
運
用
が
開
始
さ

れ
、
多
種
多
様
な
用
途
で

活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
サ
ー
バ
ー
機

器
群
の
動
作
保
証
が
令
和

７
年
３
月
末
で
満
了
予
定

で
、
さ
ら
に
端
末
も
製
造

中
止
と
聞
い
て
い
る
。
端

末
は
い
つ
ま
で
利
用
可
能

か
。
ぴ
ー
ち
ゃ
ん
ね
っ
と

の
代
替
案
な
ど
は
。

町
長　

端
末
は
、
サ
ー

バ
ー
機
器
の
動
作
保
証
と

連
動
し
て
お
り
、
令
和
７

年
度
以
降
の
継
続
利
用
は

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の

検
討
が
必
要
で
あ
る
。
在

庫
数
は
、
親
機
を
３
０
０

台
保
管
し
て
お
り
、
新
築

住
宅
、
転
入
者
や
故
障
対

応
な
ど
に
使
用
し
て
い

る
。
子
機
は
在
庫
が
な
い

状
況
で
あ
る
。
ぴ
ー
ち
ゃ

ん
ね
っ
と
で
行
っ
て
い
る

情
報
発
信
な
ど
の
今
後
の

方
針
は
、
費
用
対
効
果
や

整
備
手
法
な
ど
総
合
的
に

検
討
を
進
め
、
一
定
の
方

向
を
定
め
る
。

問 ぴーちゃんの代替案は
答 総合的に検討を進める

ぴ
ー
ち
ゃ
ん
の

囀さ
え
ず

り
い
つ
ま
で

聴
け
る
か
な

一般質問・答弁
全文はこちらから

前
向
き
に

課
題
解
決全

員
で

問 

農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
の
取
り
組
み
を

答 

前
向
き
に
調
査
研
究
重
ね
る

問　
新
た
に
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ

（
※
）
と
し
て
の
組
織
立

ち
上
げ
で
は
な
く
、
地
域

振
興
協
議
会
の
中
に
、
農

村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
の
理
念
を
取
り

入
れ
る
こ
と
で
解
決
の
道

が
見
え
て
く
る
と
考
え
る
。

　

岩
泉
町
の
少
子
高
齢

化
、
遊
休
農
地
の
回
避
、

各
年
齢
層
の
所
得
の
向

上
、
関
係
人
口
・
交
流
人

口
の
拡
大
策
な
ど
目
に
見

え
る
課
題
を
早
急
に
解
決

し
て
い
く
た
め
に
も
「
農

村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
」
に
取
り
組
む

べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

町
長　
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
農
地
の

三田地久志議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

生活や食文化に結び付く農業。地域で守る取り組みを
（岩泉地域振興協議会：食の文化祭）

町民に親しまれているぴーちゃん

保
全
活
動
の
ほ
か
、
獣
害

対
策
、
生
活
支
援
、
地
域

資
源
の
活
用
な
ど
を
実
施

す
る
際
に
、
国
の
財
源
を

活
用
で
き
る
有
利
な
面
も

あ
る
。

　
地
域
振
興
協
議
会
や
そ

の
他
の
地
域
組
織
に
情
報

を
提
供
し
、
人
口
減
少
下

で
の
農
村
地
域
づ
く
り
に

お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

課
題
の
解
決
策
の
一
つ
と

し
て
、
今
後
調
査
研
究
を

重
ね
て
い
く
。

問 

人
口
社
会
減
へ
の
対
応
は

答 

企
業
立
地
、起
業
取
組
む

問　
人
口
の
社
会
減
解
消

に
向
け
た
具
体
的
な
取
り

組
み
は
。

町
長　
未
来
づ
く
り
プ
ラ

ン
で
示
す
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
が
人
口
減
対
策
。
効
果

を
検
証
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

問　
企
業
立
地
は
平
成
24

年
の
２
社
以
後
無
い
。
今

後
の
企
業
誘
致
の
方
策
は
。

町
長　
旧
校
舎
な
ど
の
遊

休
施
設
の
利
活
用
を
希
望

す
る
起
業
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
誘
致
に
取
り
組
む
。

問　
起
業
、
事
業
承
継
を

集
落
の高

齢
進
み

悩
む
維
持

動
か
ね
ば

居
た
い
戻
れ
る

故
郷
に

畠山　和英議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

合砂　丈司議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
少
子
高
齢
化
や
コ
ロ

ナ
禍
な
ど
で
町
民
バ
ス
の

乗
客
が
少
な
く
、
乗
っ
て

い
な
い
場
合
も
見
ら
れ
る
。

　
高
齢
者
は
、
大
き
い
バ

ス
は
階
段
の
段
差
が
大
き

く
、
乗
り
降
り
が
大
変
。

　
乗
客
の
い
な
い
時
間
帯

の
運
行
を
調
整
し
、
新
た

な
公
共
交
通
の
一
つ
と
し

て
、
乗
り
降
り
し
や
す
い

問 町民バスを新たな運行へ
答 便数見直しデマンド検討

町内就職を促進するため
魅力ある雇用創出を

運行を工夫し、ニーズに合った
交通体系へ

志
す
人
が
目
標
達
成
で
き

る
よ
う
ど
う
取
り
組
む
か
。

町
長　
国
な
ど
関
係
機
関

の
支
援
策
の
情
報
収
集
、

県
や
商
工
団
体
と
密
に
連

携
し
、
効
果
的
な
支
援
に

つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
む
。

問　
畑
わ
さ
び
栽
培
農
家

養
成
の
た
め
の
取
り
組
み

成
果
と
今
後
の
見
通
し
は
。

町
長　
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
は
、
令
和
５
年
度
に

２
人
が
就
農
し
た
。
７
年

度
は
５
人
、
８
年
度
は
１

人
が
新
規
就
農
の
予
定
で

あ
る
。
年
間
生
産
量
は
、

６
年
度
12
㌧
、
10
年
度
は

約
１
０
０
㌧
を
目
指
す
。

小
さ
い
バ
ス
で
、
予
約
方

式
で
運
行
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

町
長　
地
域
の
暮
ら
し
を

支
え
る
移
動
手
段
の
維
持

確
保
は
、
最
重
要
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。
未
来
づ

く
り
プ
ラ
ン
後
期
基
本
計

画
で
も
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
と
地
域
性
を
考
慮
し
た

交
通
体
系
の
構
築
を
目
指

す
こ
と
と
し
て
い
る
。
現

在
「
町
地
域
公
共
交
通
計

画
」
の
策
定
を
進
め
て
い

る
。

　
６
年
度
に
運
行
事
業
者

と
協
議
を
重
ね
、
利
用
者

数
が
少
な
い
町
民
バ
ス
路

線
の
運
行
便
数
な
ど
を
見

直
し
、
デ
マ
ン
ド
交
通
へ

の
切
り
替
え
を
検
討
し
て

い
く
。

　
併
せ
て
、
デ
マ
ン
ド
交

通
の
運
行
範
囲
も
、
国
土

交
通
省
東
北
運
輸
局
の
指

導
を
得
な
が
ら
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。

（※）�複数の集落の機能を補完して、農用地保全活動や農業を核とした経済活動と併せて、生活
支援など地域コミュニティの維持に役立つ取り組みを行う組織のこと
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町の考えを問う 町の考えを問う

三田地和彦議員

問　
人
口
減
少
は
、
早
急

に
手
を
打
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
深
刻
な
問
題
で
あ

る
。
現
在
の
地
元
住
民
も

対
象
に
し
た
住
宅
対
策
の

み
で
は
、
歯
止
め
は
無
理

だ
と
感
じ
る
。
宮
城
県

七し
ち
か
し
ゅ
く

ヶ
宿
町ま

ち

の
「
20
年
入
居

す
れ
ば
土
地
と
住
宅
を
無

償
譲
渡
」
の
よ
う
な
事
業

を
導
入
し
、
人
口
減
少
を

少
し
で
も
食
い
止
め
る
考

え
は
無
い
か
。

町
長　
各
自
治
体
で
、
地

理
的
条
件
や
産
業
構
造
、

経
済
的
な
環
境
、
地
域
社

会
の
成
り
立
ち
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
が
置
か
れ
た
課
題

や
環
境
に
相
違
が
あ
る
。

問 人口減を考えた住宅対策を
答 慎重な検討が必要と考える

人
口
減対

策
名
案

否
決
さ
れ

一般質問・答弁
全文はこちらから

お
さ
な
ご
の

命
あ
ず
か
る

あ
た
た
か
さ

政
治
に
は

民
の
数
だ
け

福
祉
あ
り

問 

子
ど
も
食
堂
の
支
援
は

答 

実
施
団
体
と
連
携
す
る

問 

農
政
の
具
体
的
内
容
は

答 

新
規
就
農
支
援
を
拡
充

問　
旧
小
川
小
が
統
合
さ

れ
、
袰
綿
地
区
で
は
子
ど

も
た
ち
と
の
交
流
の
場
が

な
く
な
っ
た
。

　
一
昨
年
、
総
務
常
任
委

員
会
の
先
進
地
視
察
で

「
子
ど
も
食
堂
」は
、
地
域

の
実
情
に
合
っ
た
活
動
で

良
い
と
理
解
。
子
ど
も
を

通
じ
て
両
親
が
地
元
の
食

材
に
関
心
を
持
っ
て
ほ
し

い
。「
子
ど
も
食
堂
」を
実

施
し
た
い
団
体
に
対
し
、

町
は
ど
の
よ
う
な
支
援
を

考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
町
内
の
２
団
体
が

「
子
ど
も
食
堂
」
を
試
行

的
に
実
施
す
る
と
聞
い
て

い
る
。
２
月
に
開
催
し
た

問　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

を
法
定
化
し
、
地
域
の
将

来
の
農
地
利
用
を
明
確
に

す
る
た
め
、
現
在
、
地
域

計
画
を
策
定
中
で
あ
る
。

　
令
和
６
年
度
の
農
政
施

策
の
具
体
的
内
容
は
。

町
長　
新
規
就
農
支
援
や

農
業
後
継
者
支
援
は
「
次

世
代
就
農
者
支
援
事
業
」

と
し
て
事
業
を
統
合
す

る
。
50
歳
以
上
60
歳
未
満

で
就
農
す
る
人
の
補
助
金

の
受
給
期
間
を
３
年
間
に

拡
充
す
る
こ
と
な
ど
を
検

討
し
て
い
る
。

　
効
率
的
な
作
業
に
必
要

な
水
田
の
畑
地
化
や
農
地

の
集
約
化
、
果
樹
の
優
良

早川ケン子議員

三田地泰正議員

一般質問・答弁
全文はこちらから

一般質問・答弁
全文はこちらから

地域の多様なつながりをつくる子ども食堂

団
体
で
は
、
子
ど
も
を
中

心
に
大
人
や
高
齢
者
な
ど

40
人
を
超
え
る
参
加
が

あ
っ
た
。
も
う
一
方
の
団

体
も
、
開
催
に
向
け
て
現

在
準
備
中
で
あ
る
。

品
種
へ
の
転
換
、
経
営
規

模
を
拡
大
す
る
場
合
の
種

苗
費
助
成
、
機
械
導
入
へ

の
助
成
な
ど
は
、
支
援
を

　
町
は
こ
れ
ま
で
、
開
催

場
所
の
確
保
や
住
民
周
知

へ
の
協
力
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。
提
供
食
材
の
確

保
や
関
係
団
体
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
の
課

題
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
実
施
団
体
と
情
報
共

有
を
図
り
な
が
ら
、
連
携

し
て
い
き
た
い
。

継
続
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
今
後
も
、
人
口
減
少
に

よ
る
農
政
へ
の
影
響
と
課

題
の
本
質
を
的
確
に
捉

え
、
よ
り
効
果
的
な
施
策

と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。

補
聴
器
は

社
会
参
加
へ

待
っ
た
な
し

林﨑竟次郎議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
高
齢
者
は
加
齢
性
難

聴
に
よ
り
社
会
参
加
し
づ

ら
く
な
り
、
孤
独
・
孤
立

の
問
題
を
抱
え
る
。「
高

齢
者
の
補
聴
器
使
用
が
認

知
機
能
を
改
善
す
る
」
と

い
う
世
界
的
な
研
究
成
果

も
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　
第
９
期
介
護
保
険
事
業

計
画
策
定
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
も
、
外
出
す
る
た

問 補聴器購入補助早急に
答 前向きに検討していく

スムーズなコミュニケーションで
会話を楽しみたい

め
に
有
効
な
こ
と
に
「
タ

ク
シ
ー
利
用
の
助
成
」

19
・
4
％
に
次
い
で
「
補

聴
器
の
購
入
補
助
」
が

10
・
０
%
。
一
日
で
も
早

く
実
施
す
べ
き
だ
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

町
長　
加
齢
に
伴
う
「
聞

こ
え
」
の
問
題
は
、
高
齢

者
の
生
活
の
質
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
。「
社
会

的
フ
レ
イ
ル
（
※
）」
に

も
つ
な
が
る
。
補
聴
器
の

購
入
補
助
に
対
す
る
町
民

ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
な
ど

も
踏
ま
え
、
認
知
症
リ
ス

ク
を
予
防
し
、
高
齢
者
の

生
活
支
援
や
社
会
参
加
の

促
進
を
図
る
た
め
、
補
聴

器
購
入
支
援
は
、
前
向
き

に
検
討
を
し
て
い
く
。

特
定
の
自
治
体
が
導
入
し

て
い
る
施
策
を
即
本
町
で

取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
選

択
肢
の
一
つ
で
あ
る
一

方
、慎
重
な
判
断
も
必
要
。

　
移
住
者
に
対
し
て
手
厚

い
支
援
策
で
あ
る
が
、
本

町
で
は
、
町
内
在
住
者
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
観
点

か
ら
も
、
慎
重
な
検
討
が

必
要
と
考
え
る
。

（※）家族や友人、知人との交流機会が減少するなど、社会的に脆弱な状態にあること
魅力的な定住支援となる住宅対策が必要水田を活用した飼料用作物の生産など支援継続

次

は
、

傍

聴

者

の

声
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令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
・

第
２
回
定
例
会

�

【
一
般
質
問
】

本
町
も
早
急
に
給
食
費

の
無
償
化
を
実
施
す
べ

き
で
な
い
か
。

経
済
的
な
理
由
か
ら
負

担
が
困
難
な
家
庭
に

は
、就
学
援
助
制
度
で
支
援
。

総
合
的
な
子
育
て
支
援
策
の

中
で
検
討
す
る
。

令
和
６
年
第
１
回
定
例
会

�

【
新
年
度
予
算
】

　

小
中
学
校
の
児
童
生
徒

の
学
校
給
食
費
（
１
食
当

た
り
児
童
３
０
０
円
、
生

徒
３
３
０
円
）
を
無
償
化

す
る
新
年
度
予
算
案
を
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

▽
事
業
費
（
賄
材
料
費
）

　
２
６
７
０
万
８
千
円

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
�

【
一
般
質
問
】

乳
幼
児
・
児
童
・
妊
産

婦
に
対
す
る
医
療
費
助

成
の
所
得
制
限
を
外
し
、
受

給
者
負
担
を
無
く
す
る
べ
き

で
は
。さ

ら
な
る
財
政
負
担
が

生
じ
、
財
政
を
圧
迫
す

る
要
因
に
な
る
。
当
面
、
現

行
制
度
を
維
持
し
、
子
育
て

施
策
全
体
の
中
で
総
合
的
に

検
討
す
る
。

傍
聴
者
の
声

ふ
れ
あ
い
ら
ん
ど

来
春
開
業
目
指
す

ラジオが聞こえる楽しみを

三上　裕美子さん（二升石・46 歳）
紡
つむ
來
ぐ
くん７歳、さやさん12歳、陽介くん９歳 再整備

次
は
、
皆
さ
ん
の
声
に
議
会
の
対
応

質疑のその後

　議員が行う質問や提言が、町政にどう反映されて
いるのか。これまでの質問などから一部を取り上げ、
その後どうなったか追跡します。

小
・
中
学
校
の

給
食
費
が
無
償

1８歳まで医療費が無償
　3人の子育てをし
ています。3番目は
活動家でいつも擦
り傷だらけ。耳鼻
科にも通っていま
す。今後の医療費
を考えると、今回
の無償化は大助か
りです。

無償化は
大助かり

　収入は変わらないのに、
物価高で出費はかさむばか
り…。小中学生 ４人の給食
費は家計の負担が大きかっ
たです。無償化で負担が軽
減され、本当に助かります。

物価高で出費
かさむばかり

佐々木　早苗さん（岩泉・38 歳）
琉
る
樺
か
ちゃん11歳、伶

れ
凪
な
ちゃん7歳、

桜
ろ
子
こ
ちゃん5歳、藍

らん
くん 0 歳

まま ちち 声声のの

まま ちち 声声のの

令
和
６
年
第
１
回
定
例
会

�

【
新
年
度
予
算
】

６
年
８
月
診
療
分
か
ら

　
子
ど
も
（
３
歳
か
ら
18

歳
に
な
っ
た
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
に
あ
る

者
）
と
妊
産
婦
の
医
療
費

を
無
償
化
す
る
新
年
度
予

算
案
を
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

▽
事
業
費　

　
４
６
８
７
万
１
千
円

（
う
ち
無
償
化
分

�

６
３
９
万
７
千
円
）

―
傍
聴
の
き
っ
か
け
は

等
さ
ん　

私
た
ち
は

時
々
、
町
内
外
日
帰
り
の

“
国
見
”
を
し
て
い
る
仲

間
で
す
。
議
会
の
様
子
を

見
た
こ
と
が
な
い
の
で

行
っ
て
み
る
か
と
、
誘
っ

て
も
ら
い
来
ま
し
た
。

―
傍
聴
し
た
感
想
は

勝
行
さ
ん　
議
場
で
は
、

普
段
と
違
っ
て
議
員
は
張

おしえて おしえて ぴーちゃんぴーちゃん
出生の日から 3歳になった月
の末日までの子どもの医療費
はこれまでも無料です。

答

答

問

問

　

３
月
定
例
会
の
傍
聴
者
は
延
べ
15

人
で
し
た
。
傍
聴
さ
れ
た
人
か
ら
感
想

や
議
会
・
町
に
対
す
る
声
を
聴
き
ま

し
た
。

（左から）�佐々木勝行さん（小川・73 歳）�
菊地等さん（小川・76 歳）�
菊地タマ子さん（小川・75 歳）

り
き
っ
て
発
言
し
て
い
る

の
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、

頑
張
っ
て
い
る
な
ー
と
い

う
感
想
で
す
。
出
来
た
ら

ま
た
来
た
い
で
す
。

―
議
会
や
町
政
に
対
す
る

要
望
は
あ
り
ま
す
か

等
さ
ん　
盛
岡
、
宮
古
が

近
く
な
っ
て
一
時
間
コ
ー

ス
と
な
り
、
通
勤
も
容
易

に
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば

と
の
思
い
で
す
。
国
道
３

４
０
号
、
４
５
５
号
な
ど

幹
線
道
路
の
整
備
を
早
急

に
望
み
ま
す
。

タ
マ
子
さ
ん　
百
歳
体
操

を
し
て
い
ま
す
。
元
気
に

な
り
草
取
り
を
す
る
人
も

で
て
き
ま
し
た
。
残
念
な

が
ら
「
ラ
ジ
オ
」
が
聞
こ

え
ま
せ
ん
。
ラ
ジ
オ
放
送

は
防
災
の
ほ
か
農
作
業
や

山
仕
事
な
ど
楽
し
み
も
増

し
ま
す
。
早
く
聞
け
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

勝
行
さ
ん　
県
内
で
岩
泉

エ
リ
ア
は
「
魔
の
ト
ラ
イ

ア
ン
グ
ル
」
地
域
で
す
。

広
域
災
害
時
の
後
方
支
援

拠
点
か
ら
外
れ
、
西
部
は

高
速
道
路
交
通
網
か
ら
除

か
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
が
取
り
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
町
や
議
員
は
も
っ
と
頑

張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

第２回臨時会

　令和６年第２回臨時
会は３月 26 日、ふれ
あいらんど岩泉の再整
備の補正予算などを審
議するため開きまし
た。来春の開業を目指
し工事が始まります。再整備で新たな観光の拠点になるふれあいらんど岩泉

ふ
れ
あ
い
ら
ん
ど
岩

泉
は
、
６
年
度
完
全

休
業
す
る
の
か
。

１
年
間
、
完
全
閉
園

し
工
事
に
集
中
す
る
。

子
ど
も
た
ち
の
遊
び

場
も
利
用
で
き
な
い

の
か
。車

両
の
出
入
り
が
激

し
く
危
険
で
あ
り
、

閉
鎖
す
る
。

問問 答答
６年度は完全休業
１年間工事に集中

心身の健やかな成長を町全体で応援

主な整備の内容
新設されるもの
＊ロイヤルコテージ（３棟）
＊グランピング施設（７棟）
　ツインドームタイプ
　シングルドームタイプ

改修されるもの
＊センターハウス
　絵本図書館整備
　カフェテリア設置
＊サニタリーハウス
　シャワー室、家族風呂
＊キャンプ場
　各サイトの区画拡大
＊コテージ（５棟）
＊子どもの遊び場
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皆さんの声に 議会の対応
５年ぶり６地区で「議員と語る会」

　議会は１月 23 日から２月６日にかけて「議員と語る会」を６地
区で開催しました。コロナ禍などで各地区での開催は５年ぶり。「こ
れからの岩泉のまちづくり」をテーマに、延べ 158 人の参加をい
ただきました。
　議員と語る会で出された主なご意見に対し、議会の対応をお知
らせします。

５年ぶりの開催に、たくさんのご意見が出されました皆さまのご意見をまちづくりに生かしていきます

議員定数と報酬
アンケート結果

　令和５年 12月 22日から６年２月６日
までに実施した、各地区と部門別の議員
と語る会でアンケートを行いました。
　ご回答いただき、ありがとうございま
した。

参加人数 158 人
アンケート回答者 142 人

（回収率 89.9％）

＊�議員に若い人や女性議員が少ないことは問
題だと思いますか。

総数 部門別 地区別
・�説明を聞いて問題だ
と思った

34人
(26.8%） 7人 27人

・問題ない 26人
(20.5%） 3人 23人

・�以前から問題だと
思っている

67人
(52.7%） 8人 59人

＊�議員の報酬額が低く、一定の人しか立候補
できない現状は問題だと思いますか？

・�説明を聞いて問題だ
と思った

38人
(30.9%） 11人 27人

・問題ない 45人
(36.6%） 5人 40人

・�以前から問題だと
思っている

40人
(32.5%） 2人 38人

＊�あなた又はあなたの家族（配偶者や子）が、
議員になるとしたら、議員報酬月額の 25万
円（現在 21万円から 4万円増）は妥当だと
思いますか？

・妥当である 64人
(49.2%） 6人 58人

・高い 25人
(19.2%） 0人 25人

・安い 41人
(31.5%） 10人 31人

＊�議員定数が少ないと経費が節約される一方、
当選に必要な得票数が増えて、新たに町議
会議員として立候補しにくくなることをど
う思いますか？

・�いろんな人が立候補
しやすくすべき

73人
(57.9%） 14人 59人

・仕方ない 30人
(23.8%） 3人 27人

・�それでもできる人が
やればよい

23人
(18.3%） 0人 23人

＊�若手や女性など多様な町民が議会に参画す
るために、現行 14人の議員定数はどうすべ
きだと思いますか？

・現状維持 68人
(49.6%） 16人 52人

・定数減とすべき 68人
(49.6%） 2人 66人

・定数増とすべき 1人
(0.7%） 0人 1人

移住・定住対策
主な意見
　所得が低い。住居費を安く、
教育費を減免するなど、住み
やすいまちとなる定住対策を。

議会の対応
　可処分所得（※）が向上され
るよう、さまざまな提案を
行っていく。意見の数意見の数７７

公共交通

主な意見
　高齢者の足の確保を。

議会の対応
　地域に合った交通体系
構築のため、調査研究を
引続き行い、町へ提言し
て行く。 意見の数意見の数２２

農業振興
主な意見
　短角牛の振興・加工場の整備を。
　農業後継者対策の助成制度を手
厚く。

議会の対応
　国・県の対策に町独自の施策を
展開するよう、町へ働きかけていく。意見の数意見の数1010

道路整備
主な意見
　落石や支障となる枝の対策、道
路損傷の改良など、道路の整備を。
議員は現況確認を。

議会の対応
　昨年、国・県道の現地調査を実
施。今後も現場を確認しつつ、町・
県・国に要望していく。

意見の数意見の数６６

有害鳥獣

主な意見
　クマが見えたらすぐその場で
撃てるようにしてほしい。

議会の対応
　国（環境省）において、指定
管理鳥獣の追加になる方針。猟
友会などハンターに対する報償
費などの改善を提言している。

意見の数意見の数４４

各地域によって課題もさまざまです

皆さまからのアン
ケート結果・ご意見
を踏まえ、現在、協
議を重ねています。

（※）�収入のうち、税金や社会保険料などを除いた所得。自分で自由に使え
る手取り収入のこと

議員と語る会で出された
ご意見と対応は、「新着
情報」からご覧ください。
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編
集
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▽
新
年
早
々
能
登
半
島
地

震
が
あ
り
、
13
年
前
の
東

日
本
大
震
災
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
早
期
復
興
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
▽
３

月
定
例
会
は
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
へ
総
予
算

１
３
９
億
円
の
審
査
と
条

例
補
正
予
算
へ
活
発
な
議

論
。
一
般
質
問
は
、
５
年

ぶ
り
に
開
催
し
た
議
員
と

語
る
会
の
意
見
も
含
め
、

積
極
的
に
質
問
・
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
▽
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
は
、
昨
年
度
に

続
き
全
国
第
２
位
、
県
で

特
選
。町
の
皆
さ
ま
の「
ま

ち
の
声
」
が
生
か
さ
れ
た

も
の
と
感
謝
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
親
し
ま
れ
、
信

頼
さ
れ
る
紙
面
づ
く
り
に

励
ん
で
い
き
ま
す
。

広
報
広
聴
常
任
委
員

�

坂
本　
　
昇

議会を傍聴しませんか
次の定例会は、
６月 ６日 （木）　一般質問
 ７日 （金）　一般質問
  11 日 （火）　 条例補正予算審査・本会議

の予定です。
※都合により変更となる場合があります。

議会だより２年連続
全国２位・県１位

　
い
わ
い
ず
み
議
会
だ
よ
り

第
２
０
２
号
（
５
年
４
月
14

日
発
行
）
が
、
第
38
回
（
５

年
度
）
町
村
議
会
広
報
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
で
第
２
位
と
な

る
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
全
国

か
ら
３
０
０
点
が
応
募
。
こ

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で

す
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
２

年
連
続
で
す
。

　

県
町
村
議
会
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
（
応
募
総
数
10
）
で

は
、
第
２
０
４
号
（
５
年
10

月
発
行
）
が
、
２
年
連
続
で

特
選
（
第
１
位
）
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
早
川
ケ
ン
子
議
員
は
、

全
国
町
村
議
会
議
長
会

か
ら
自
治
功
労
者
（
議

員
在
職
15
年
以
上
）
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
地
域
の

振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　
表
彰
状
は
、
２
月
28

日
の
本
会
議
で
菊
地
弘

分かりやすい議会だよりを目指します

自
治
功
労
賞
を
受
賞

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

議員は何してんのや
　議員や議会は何をしているの？とい
う声を聞きます。ここでは、議会や議
員の主な活動状況をお知らせします。
（全日程はＱＲコードで） 議会の動き

１月
� 20 日� �東部町村議会議長会議員研修・議

員交流会（山田町）
� 21 日� �町消防団消防出初式（町内）
� 23 日� ��議員と語る会�

（６地区：2月 6日まで）
２月
� １日� 第１回臨時会（議会議事堂）
� ５日�議会運営委員会（役場）
� ８日�第１回定例会（議会議事堂）
� 26 日� �条例補正予算審査特別委員会�

（役場：27日まで）
� 27 日� �本会議（議会議事堂）
� � 広報広聴常任委員会（役場）
� 28 日� 一般質問（議会議事堂：29日まで）
３月
� ５日� �新年度予算審査特別委員会�

（役場：８日まで）
� ８日�本会議（議会議事堂）
� 19 日� 議会全員協議会（役場）
� 26 日� 第２回臨時会（議会議事堂）

菊地議長から早川議員へ
表彰状伝達

已
議
長
か
ら
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。


